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平
成
二
二
年
度
合
同
防
災
訓
練
実

行
委
員
会
（
県
、
丹
波
市
、
篠
山
市
）

は
平
成
二
二
年
九
月
四
日
（
土
）、

丹
波
市
春
日
町
歌
道
谷
の
多
目
的
用

地
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
丹
波
市

会
場
（
柏
原
町
新
井
地
区
会
場
、
山

南
町
谷
川
一
一
区
会
場
）、
篠
山
市

会
場
に
お
い
て
平
成
二
二
年
度
合
同

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
台
風
０
号
の
影
響
に
よ

り
、
丹
波
地
域
で
は
四
日
午
前
二
時

頃
か
ら
一
時
間
雨
量
二
〇
㍉
程
度
の

降
雨
が
続
き
、
午
前
八
時
に
総
雨
量

が
一
二
〇
㍉
に
達
し
、
柏
原
町
の
高

谷
川
、
山
南
町
谷
川
等
で
土
砂
崩
れ

等
の
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
と
の

想
定
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

訓
練
当
日
に
は
、丹
波
市
消
防
団
、

篠
山
市
消
防
団
も
参
加
し
、
住
民
の

避
難
誘
導
、
土
嚢
積
み
及
び
初
期
消

火
訓
練
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
会
場
で
は
次
の
訓
練
内

容
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
関
係
九
〇
機
関
ほ
か
、

丹
波
・
篠
山
市
民
三
、五
〇
〇
人
が
参
加

平
成
二
二
年
度
合
同
防
災
訓
練

○�

丹
波
市
多
目
的
公
共
用
地

�

（
メ
イ
ン
会
場
）

　

① 

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
医
療

機
関
等
の
実
働
機
関
が
連
携
し

た
救
出
救
助
訓
練

　

② 
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
に
よ

る
復
旧
訓
練

　

③ 

県
、
市
、
実
動
機
関
に
よ
る
現

地
調
整
所
運
営
訓
練

○
柏
原
町
新
井
会
場
・
篠
山
会
場

　

① 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
活
用
に

よ
る
安
全
・
迅
速
な
避
難
訓
練

　

② 

児
童
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
協

力
し
た
避
難
所
の
設
置
運
営
訓

練
（
新
井
会
場
）

　

③  

き
め
細
や
か
な
要
援
護
者
対
応

訓
練
（
新
井
会
場
）

　

④ 

住
民
・
児
童
に
対
す
る
防
災
教

育

○
山
南
会
場

　

土
砂
災
害
に
よ
る
道
路
の
寸
断
で

孤
立
化
し
た
集
落
と
の
通
信
確
保

と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
活
用
し
た
緊

急
物
資
の
投
入
、
要
救
助
者
の
搬
送

　

最
後
に
井
戸
知
事
よ
り
講
評
が
あ

り
、
平
成
二
二
年
度
合
同
防
災
訓
練

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
が
勧
め
る
助
け
合
い
の
制

度
で
あ
る
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制

度
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
」
に
、
昨

年
八
月
に
発
生
し
た
台
風
第
九
号
災

害
の
被
災
状
況
を
踏
ま
え
て
、
家
財

を
対
象
と
し
た
共
済
制
度
が
加
わ

り
、
八
月
一
日
か
ら
加
入
受
付
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
は
、
県
民
の

「
助
け
合
い
」
の
精
神
に
基
づ
き
拠

出
す
る
負
担
金
に
よ
り
、
被
災
し
た

住
宅
の
再
建
等
を
支
援
す
る
相
互
扶

助
の
仕
組
み
で
す
。兵
庫
県
が
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
全
国
に

先
駆
け
、
災
害
へ
の
備
え
の
制
度
と

し
て
創
設
し
ま
し
た
。
住
宅
所
有
者

を
対
象
に
、
年
額
五
千
円
の
負
担
金

で
最
大
六
百
万
円
の
給
付
が
受
け
ら

れ
る
「
住
宅
再
建
共
済
」
に
加
え

て
、
こ
の
た
び
、
賃
貸
、
借
家
に
住

ん
で
い
る
人
も
対
象
と
し
て
、
年
額

千
五
百
円
の
負
担
金
で
最
大
五
〇
万

円
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る
「
家
財
再

建
共
済
」
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

既
に
住
宅
再
建
共
済
に
加
入
し
て

い
た
岸
谷
義
雄
兵
庫
県
消
防
協
会
長

は
、
九
月
三
日
、
伊
丹
市
消
防
団
本

部
に
お
い
て
、
万
一
の
災
害
へ
の
備

え
を
強
化
す
る
た
め
家
財
再
建
共
済

へ
の
加
入
申
込
書
に
自
ら
サ
イ
ン
。

同
本
部
を
訪
れ
た
山
田
一
成
兵
庫
県

住
宅
再
建
共
済
基
金
理
事
長
に
書
類

を
手
渡
し
、
加
入
手
続
き
を
終
え
ま

し
た
。

　

兵
庫
県
消
防
協
会
は
、
共
済
制
度

創
設
時
か
ら
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済

制
度
推
進
会
議
構
成
団
体
に
な
っ
て

お
り
、
率
先
し
た
加
入
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
会
長
加
入
を
契

機
に
、
各
会
員
の
皆
さ
ま
も
、
ま
さ

か
の
と
き
の
安
心
を
確
保
す
る
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
共
済
（
住
宅
再
建
共
済
・

家
財
再
建
共
済
）
へ
是
非
ご
加
入
く

だ
さ
い
。

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
益
財
団
法
人

兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
基
金

（
℡
０
７
８

－

３
６
２

－

９
４
０
０
）

ま
で
。

会
員
の
皆
さ
ま
も
是
非
加
入
を
！

　

消
防
協
会
長　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
の

�

家
財
共
済
に
加
入　家財再建共済制度 ８月１日より開始NEW

土砂崩れにより埋没した車両からの救出

ＥＡＲＴＨによる防災教室

住民による土のう積み訓練

加入申込書にサインする岸谷会長

消防団員の指導のもと行われた初期消火訓練

山田理事長へ申込書を手渡し
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兵
庫
県
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
際
、
災
害

対
応
の
知
識
や
経
験
を
持
つ
県
・
市

町
職
員
な
ど
を
被
災
市
町
に
派
遣

し
、
被
災
者
対
策
等
の
応
急
対
策
に

つ
い
て
支
援
し
、
被
災
地
の
早
期
復

旧
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
ひ
ょ
う
ご
災
害
緊
急
支
援
隊
（
略

称:

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）」
を
九
月
一
日

に
発
足
し
ま
し
た
。

　

活
動
内
容

一�　

先
遣
隊
（
一
班
あ
た
り
２
～

４
名
で
編
成
し
、
発
生
後
直
ち

に
被
災
市
町
に
派
遣
）

① 

被
災
市
町
に
対
す
る
初
動
・
緊

急
対
策
や
報
道
対
応
な
ど
の
災

害
対
策
本
部
運
営
に
係
る
助
言

② 

専
門
家
派
遣
の
要
否
や
派
遣
分

野
に
つ
い
て
の
被
災
市
町
と
の

調
整

③ 

情
報
伝
達
の
支
援
（
被
災
情
報

　

平
成
二
二
年
一
一
月
一
二
日（
金
）

に
愛
知
県
蒲
郡
市
の
蒲
郡
競
艇
場
駐

車
場
に
お
い
て
、
第
二
二
回
全
国
消

防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
消
防

等
の
収
集
及
び
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

防
災
シ
ス
テ
ム
の
入
力
支
援
）

二�

．
専
門
家
（
先
遣
隊
の
調
整
に 

基
づ
き
編
成
。
避
難
対
策
、
保 

険
医
療
、
生
活
再
建
支
援
な 

ど
一
〇
の
派
遣
分
野
の
中
か
ら

一
～
二
名
を
派
遣
）

① 
避
難
者
対
策
、廃
棄
物
の
処
理
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
な
ど
被

災
市
町
の
応
急
対
策
に
つ
い
て

の
助
言

② 

被
災
市
町
の
応
急
対
策
に
対
す

る
支
援
活
動
の
司
令
塔
と
し

て
、
県
や
市
町
、
民
間
団
体
等

に
よ
る
分
野
別
支
援
活
動
が
、

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

迅
速
か
つ
的
確
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
支
援
活
動
の
対
象
地
域
、

活
動
組
織
、
人
員
数
な
ど
の
調

整

　

登
録
隊
員
は
一
二
六
人
（
県
職
員

一
〇
九
名
、
市
町
職
員
一
一
名
、
団

体
職
員
六
名
）
で
、
先
遣
隊
は
六
六

名
、
専
門
家
が
六
〇
名
。

　

消
防
団
は
、
就
業
構
造
の
変
化
や

地
域
社
会
へ
の
帰
属
意
識
の
希
薄
化

等
の
社
会
環
境
の
変
貌
に
伴
い
、
消

防
団
員
数
の
減
少
、
団
員
の
高
齢
化

な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
兵
庫

県
・
兵
庫
県
消
防
協
会
で
は
、
様
々

な
消
防
団
支
援
施
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
将
来
の
地
域
の
安
全
・
安

心
を
担
う
若
人
で
あ
る
中
学
生
を
対

象
に
、
消
防
団
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
啓
発
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
と
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。
一
〇
月
上
旬
を

目
途
に
各
市
町
の
教
育
委
員
会
を
通

じ
て
、
県
下
の
各
中
学
校
二
年
生
に

配
付
す
る
予
定
で
す
。

　

近
年
の
大
規
模
災
害
化
や
広
域
化

に
伴
い
、
地
域
の
総
合
的
な
防
災
力

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
救
助

活
動
に
つ
い
て
も
消
防
団
の
対
応
力

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

総
務
省
消
防
庁
の
要
請
に
も
と
づ

き
、
消
防
団
員
に
対
す
る
救
助
資
機

材
取
扱
い
講
習
を
平
成
二
二
年
一
〇

月
二
四
日
（
日
）、
兵
庫
県
広
域
防

災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
で
は
、
総
務
省
消
防
庁
よ
り

兵
庫
県
に
講
師
を
派
遣
い
た
だ
き
、

救
助
資
機
材
（
油
圧
カ
ッ
タ
ー
、
ス

　

な
お
、
こ
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
こ
れ
ま
で
各
消
防

団
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
と
し
て
も
活
用
が

で
き
ま
す
の
で
、
団
員
募
集
の
Ｐ
Ｒ

に
活
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
務

局
を
通
じ
て
県
協
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ト
ラ
イ
カ
ー
、エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）
を
用
い
た
取
扱
実

技
講
習
を
実
施
し
、
各
消
防
団
に
お

け
る
救
助
資
機
材
取
扱
い
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
べ
き
消
防
団
員
の
養
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

研
修
概
要

　

一
．
座
学

　

 　

研
修
内
容
説
明
、
資
機
材
の
取

扱
い
要
領
、
資
機
材
の
点
検
・
及

び
安
全
管
理

　

二
．
実
技

　

① 

油
圧
カ
ッ
タ
ー
及
び
携
帯
用
コ

ン
ク
リ
ー
ト
破
壊
器
具
に
よ

る
、
廃
車
車
両
の
ド
ア
の
開
放

及
び
切
断
実
技
講
習

　

② 

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
に
よ
る
丸

鋼
管
の
切
断
実
技
講
習

　

③ 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
木
の
切

断
実
技
講
習

技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図

り
、
消
防
活
動
の
進
歩
充
実
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
隔
年
で
開

催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
大
会
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
、

ポ
ン
プ
車
の
部
そ
れ
ぞ
れ
二
三
隊
が

出
場
し
、
本
県
か
ら
は
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
、
先
月
行
わ
れ
た
県
大
会
で

優
勝
し
た
福
崎
町
消
防
団
が
出
場
し

ま
す
。

　

出
場
さ
れ
る
隊
員
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

指
揮
者　

班
長　

難
波　

知
志

　

１
番
員　

団
員　

難
波　

昌
宏

　

２
番
員　

班
長　

姫
田　

亮
平

　

３
番
員　

団
員　

岡
本　

健
司

　

補
助
員　

団
員　

西
井　

丈
博

　

ま
た
、
先
遣
隊
は
防
災
二
局
の

二
五
名
、
県
民
局
の
四
一
名
が
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

「
ひ
ょ
う
ご
災
害
緊
急
支
援
隊
」
発
足

兵
庫
県

消
防
団
員
救
助
資
機
材
取
扱
い
講
習

の
実
施
に
つ
い
て 

県
消
防
課

消
防
団
活
動
啓
発
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
中
学
生
へ
の
配
付
に
つ
い
て

県
消
防
協
会

ひ
ょ
う
ご
防
災
特
別
推
進
員

兵
庫
県

第
二
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会

�

開
催
迫
る
！

　

兵
庫
県
（
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推

進
県
民
会
議
）
で
は
、今
年
か
ら
「
防

災
リ
ー
ダ
ー
講
座
」
の
修
了
者
や
建

築
士
等
の
有
資
格
者
を
推
進
員
と
し

て
登
録
し
、
自
主
防
災
組
織
、
自
治

会
等
に
派
遣
し
、
防
災
対
策
に
関
す

る
講
義
や
防
災
訓
練
の
企
画
・
運
営

の
企
画
・
運
営
の
助
言
を
行
う「
ひ
ょ

う
ご
防
災
特
別
推
進
員
」
制
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　　
〈
講
義
内
容
〉

　

◆
家
具
の
転
倒
防
止

　

◆
住
宅
の
耐
震
化

　

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

◆
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

　

◆
防
災
訓
練
の
企
画
・
運
営

　

◆
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

 

等

○
派
遣
の
対
象
と
な
る
団
体

　

自
主
防
災
組
織
、
自
治
会
、
学
校
、

企
業
そ
の
他
各
種
団
体

○
派
遣
の
対
象
と
な
る
集
会
等

　

①
兵
庫
県
内
で
開
催
さ
れ
る
も
の

　

② 

主
に
、
兵
庫
県
に
住
所
を
有
す

る
者
又
は
同
県
内
に
通
勤
し
、

若
し
く
は
通
学
す
る
も
の
が
対

象

　

③ 

原
則
と
し
て
一
〇
名
以
上
が
参

加

　

④
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の

　

⑤ 

政
治
的
活
動
又
は
宗
教
的
活
動

の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
な
い

も
の

○
派
遣
時
間

　

１
回
の
派
遣
に
つ
き
三
時
間
以
内

○
派
遣
費
用

　

無
料

○
派
遣
申
請
方
法

　

派
遣
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
所
定

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
派

遣
希
望
日
の
一
〇
日
前
ま
で
に
ひ
ょ

う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民
会
議
事
務

局
（
兵
庫
県
防
災
企
画
課
）
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民
運
動

（
兵
庫
県
防
災
企
画
課
内
）

℡:

０
７
８
―
３
６
２
―
９
９
８
４

東京ビッグサイトで行われた前回大会

消防団啓発クリアファイル・リーフレット

防災マスコット「はばタン」
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西
脇
市
は
兵
庫
県
の
中
央
や
や

東
部
に
位
置
し
ま
す
。
市
内
に
は
、

東
経
一
三
五
度
（
子
午
線
）、
北
緯

三
五
度
が
交
差
し
て
お
り
、
経
緯
度

で
日
本
列
島
の
中
心
点
に
位
置
す
る

こ
と
に
ち
な
み
「
日
本
の
へ
そ
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
、
西
脇

市
と
多
可
郡
黒
田
庄
町
は
、
行
政
合

併
を
し
て
新
た
に
西
脇
市
と
し
て
発

足
し
、
同
時
に
西
脇
市
消
防
団
と
黒

田
庄
町
消
防
団
は
統
合
さ
れ
、
新
生

　

篠
山
市
消
防
団
は
、
去
る
八
月
八

日
（
日
）
に
兵
庫
県
立
広
域
防
災
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
第

二
三
回
兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
」
に

丹
波
地
区
を
代
表
し
て
「
小
型
ポ
ン

プ
の
部
」
で
出
場
し
ま
し
た
。
丹
波

地
区
は
、
丹
波
市
消
防
団
と
篠
山
市

消
防
団
の
二
つ
の
消
防
団
し
か
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

と
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
に
一
隊
ず
つ

出
場
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
事
実
上
の
県
大
会
出
場
隊
の
選

抜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
大
会
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
篠
山
市
消
防
操
法
大
会
は
、

県
大
会
の
約
一
ケ
月
前
の
七
月
四

日
（
日
）
の
梅
雨
の
最
中
の
天
候
が

心
配
さ
れ
る
時
期
に
、
待
望
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
な
っ
た
「
篠
山
市

消
防
本
部
訓
練
場
」
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
応
援

を
含
め
た
約
八
五
〇
名
も
の
消
防
団

員
の
参
加
で
会
場
が
狭
く
感
じ
る
く

ら
い
の
中
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
一
八

隊
、
ポ
ン
プ
車
の
部
三
隊
の
計
二
一

隊
で
競
い
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
県
大

会
出
場
隊
を
選
抜
し
ま
し
た
。

　

淡
路
市
消
防
団
は
、
平
成
一
七
年

四
月
一
日
の
淡
路
市
の
誕
生
に
伴

い
、
旧
津
名
町
消
防
団
、
旧
淡
路
町

消
防
団
、
旧
北
淡
町
消
防
団
、
旧
一

宮
町
消
防
団
、
旧
東
浦
町
消
防
団
の

歴
史
あ
る
五
つ
の
消
防
団
が
合
併
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
本
部
と
旧
町
ご

と
の
五
地
区
団
か
ら
成
り
、
団
員
数

一
九
一
七
名
、
車
両
数
九
七
台
で
構

成
さ
れ
、
日
々
消
防
団
活
動
に
精
励

し
て
い
ま
す
。

　

私
は
昭
和
四
八
年
、
以
前
か
ら
顔

見
知
り
で
あ
る
地
域
の
先
輩
に
誘
わ

れ
、
旧
津
名
町
消
防
団
に
入
団
し
ま

し
た
。
入
団
当
初
、
一
番
年
下
と
い

う
こ
と
も
あ
り
先
輩
団
員
の
方
々
に

は
親
切
に
機
具
の
取
り
扱
い
や
消
防

に
対
す
る
心
構
え
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
機
会
あ
る
事
に
そ
の
体

験
談
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

市
大
会
当
日
に
見
事
優
勝
し
、
県

大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た

第
一
一
分
団
（
岡
野
）
は
、
市
町
合

併
以
前
の
旧
篠
山
町
時
代
以
来
の
久

し
ぶ
り
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
操
法
を
披
露
す
る
第

一
一
分
団
の
隊
は
、
七
月
一
三
日

（
火
）
に
兵
庫
県
消
防
学
校
の
教
官

に
よ
る
一
日
入
校
で
、
特
に
、
指
導

教
官
に
よ
り
ま
す
具
体
的
な
指
導

に
、
隊
員
は
大
変
貴
重
な
も
の
を
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
、
県
大
会
ま
で

の
残
り
の
日
の
練
習
に
効
率
よ
く
打

ち
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

残
念
な
が
ら
県
大
会
の
結
果
は
、

平
成
二
〇
年
の
第
二
二
回
大
会
の
四

位
を
上
回
る
念
願
の
三
位
以
内
入
賞

は
な
ら
ず
、「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
消
防
団
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
私
自
身
も

幹
部
に
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
雰
囲
気

を
大
事
に
守
り
続
け
る
こ
と
を
心
が

け
て
き
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
と
な
っ
て
今
年
で
三
六

年
目
。
私
自
身
も
多
数
の
火
災
現
場

に
出
動
し
ま
し
た
し
、
昭
和
四
九
年

の
七
夕
災
害
、
昭
和
五
一
年
の
秋
雨

前
線
豪
雨
、
平
成
七
年
一
月
の
阪
神

淡
路
大
震
災
、
平
成
一
六
年
の
台
風

二
三
号
な
ど
の
大
規
模
災
害
を
経
験

し
て
き
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
阪
神
大
震
災
は
旧
津

名
町
で
も
五
名
の
死
者
と
四
七
名
の

重
軽
傷
者
、
全
壊
半
壊
一
四
九
六
軒

http://www.hyogoshoubou.jp/

「こんにちは！ひょうごの消防団です」

出
場
十
隊
中
九
位
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
二
年
後
は
「
丹
波
勢
こ
こ
に
あ

り
！
」
と
言
え
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
。

と
い
う
被
害
を
出
す
大
惨
事
と
な
り

ま
し
た
。
当
時
私
が
所
属
し
て
い
た

分
団
の
管
轄
で
は
大
き
な
被
害
が
な

か
っ
た
た
め
、
隣
接
す
る
地
区
の
応

援
に
出
向
き
、
生
き
埋
め
と
な
っ
た

人
の
救
出
や
瓦
礫
撤
去
に
夜
を
徹
し

従
事
し
た
こ
と
、
荒
廃
し
た
町
の
状

況
を
一
五
年
経
っ
た
今
で
も
鮮
明
に

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
町
で
大
規
模
な
火

災
や
想
像
を
絶
す
る
災
害
が
起
き
、

都
度
消
防
団
が
い
か
に
活
動
し
地
域

を
守
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
語
り
継
い
で
い
く

こ
と
は
淡
路
市
消
防
団
幹
部
と
し
て

の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
団
員
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
、
人
口
流
出
な
ど
で

団
員
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
ま
た
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
団

員
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
「
市
民

の
安
全
安
心
を
守
る
。」
と
い
う
消

防
団
の
使
命
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
後
も
、
淡
路
市
消
防
団
の
法
被

の
も
と
更
な
る
消
防
力
の
強
化
と
団

員
の
団
結
に
努
め
、
先
輩
諸
氏
が
築

か
れ
て
き
た
伝
統
と
誇
り
を
継
承
し

な
が
ら
も
、
新
た
な
歴
史
を
築
く
一

端
を
担
う
べ
く
精
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。

�

夢
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

�

だ
っ
た
?!
団
長
さ
ん

　
　

西
脇
市
消
防
団
団
長

籔
根　
　

隆

 

第
二
三
回
兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
！

篠
山
市
消
防
団

○170

�

�

経
験
を
語
り
継
い
で
い
く

　
　

淡
路
市
消
防
団

　
　
　
　

津
名
地
区
団
長

 

尾
崎　

博
志

西
脇
市
消
防
団
と
し
て
、
現
在
七
分

団
五
七
部
、
団
員
数 

一
〇
〇
二
人

体
制
で
消
防
団
活
動
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
四
月
、
団
長
に
就
任
さ
れ
た

籔
根　

隆
団
長
を
紹
介
し
ま
す
。

団
長
の
家
業
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

次
製
品
の
製
造
で
す
。

特
注
品
の
注
文
も
多
く
、
自
ら
特
別

な
型
枠
を
作
ら
れ
る
こ
と
も
珍
し
く

な
く
、
大
工
さ
ん
顔
負
け
の
器
用
な

腕
前
を
お
持
ち
で
す
。

　

趣
味
は
、
少
年
時
代
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
で
す
。
学
生
時

代
に
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
活
躍

さ
れ
、
副
団
長
就
任
以
前
は
、
地
元

の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
指
導
者

と
し
て
も
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
現
在
も
地
元
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
に
所
属
さ
れ
て
お
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
み
な
ら

ず
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
ま
で
こ
な
せ

る
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー

･･･

簡
単
に
言
う
と
、
根
っ
か
ら
の

サ
ッ
カ
ー
好
き
な
団
長
さ
ん
で
す
。

責
任
感
が
強
い
団
長
の
チ
ョ
ッ
と
し

た
悩
み･･･

そ
れ
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
消
防
団
活
動
を
優
先
し
て
い

る
た
め
に
、
な
か
な
か
好
き
な
サ
ッ

カ
ー
が
出
来
な
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
籔
根
団
長
は
「
ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
」
と
言
わ
れ
て
い
る
形
の
口
髭

が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
お

り
、団
員
か
ら
は
「
髭
の
団
長
さ
ん
」

と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ド
・
ピ
ッ
ト
や
デ
イ
ビ
ッ
ト
・

ベ
ッ
カ
ム
も
「
髭
」
で
有
名
で
す
が
、

籔
根
団
長
も
負
け
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

団
長
の
髭
は
、
い
つ
も
き
ち
ん
と

整
え
ら
れ
て
お
り
威
厳
す
ら
感
じ
ら

れ
る
反
面
、
主
張
し
す
ぎ
ず
、
さ
り

げ
な
く
似
合
っ
て
お
り
好
イ
メ
ー
ジ

を
喚
起
さ
せ
て
い
る･･･

そ
ん
な
お

髭
の
持
ち
主
な
の
で
す
。

　

団
長
は
、
お
酒
も
よ
く
飲
ま
れ
酒

類
は
専
ら
の
ビ
ー
ル
党
で
す
。
団
員

か
ら
の
誘
い
に
も
快
く
同
席
さ
れ
、

い
ろ
ん
な
意
見
も
率
直
に
耳
を
傾
け

ら
れ
、
時
代
に
合
っ
た
消
防
団
活
動

の
把
握
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
籔
根
ジ
ャ
パ
ン
?!
」
の
指
令
塔

と
し
て
、
そ
の
サ
ッ
カ
ー
で
培
わ
れ

た
統
率
力
、
行
動
力
、
精
神
力
は
、

現
在
の
消
防
団
活
動
に
大
い
に
発
揮

さ
れ
団
員
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
団
長

さ
ん
で
す
。

一日入校で雨中での指導教官の熱心な指導を受ける隊員
白熱して接戦となった市操法大会

県大会に出場した第11分団の面々

　



兵　　庫　　消　　防第  624  号 （昭和32年10月５日第三種郵便物認可） 平成22年９月15日 （毎月15日１回発行） （4）
　

わ
た
し
た
ち
の
町
は
、
兵
庫
県
南

西
部
に
位
置
し
、
往
古
か
ら
山
陽
道

が
通
過
す
る
な
ど
、
交
通
の
要
所
と

し
て
、
た
え
ず
先
進
的
な
文
化
を
享

受
し
な
が
ら
、
個
性
豊
か
に
発
展
し

た
ま
ち
で
す
。
面
積
は
二
二
・
六
二

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約

三
万
四
千
人
、
狭
い
町
域
に
人
口
が

密
集
し
て
い
ま
す
。
町
に
は
、
飛
鳥

の
昔
か
ら
聖
徳
太
子
の
『
和
』
の
精

神
が
語
り
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
か
し
こ

に
悠
久
の
時
を
感
じ
さ
せ
る
史
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
寺
は
、
法
隆
寺
領
播
磨
国
鵤

荘
の
中
核
と
し
て
創
建
さ
れ
た
新
西

国
霊
場
第
三
二
番
と
な
っ
て
い
る
聖

徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
刹
で
す
。
斑
鳩

寺
伽
藍
の
う
ち
最
古
の
建
物
で
あ
る

三
重
塔
は
均
整
が
と
れ
た
荘
麗
な
姿

で
、
西
播
磨
地
方
に
残
る
古
建
築
の

う
ち
最
初
の
国
指
定
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
太
子
町
の
中
央
部
に
位

置
す
る
檀
特
山
は
、
山
頂
へ
三
〇
分

ほ
ど
か
け
て
登
る
と
、
眼
下
に
は
町

の
ほ
ぼ
全
域
を
望
む
す
ば
ら
し
い
景

色
が
広
が
り
、天
気
の
い
い
日
に
は
、

瀬
戸
内
海
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
こ
に
は
聖
徳
太
子
が
愛
馬「
黒

駒
」
に
乗
っ
て
修
行
さ
れ
た
と
い
う

伝
承
が
あ
り
、
山
頂
に
あ
る
大
き
な

岩
に
は
、
愛
馬
の
蹄
の
跡
と
い
わ
れ

る
大
き
な
窪
み
が
あ
り
ま
す
。
山
頂

ま
で
は
「
檀
特
山
ふ
る
さ
と
の
森
」

遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
近
隣
の
登
山

愛
好
家
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
で
親
し
ま
れ
て
い
る

　

九
月
と
は
い
え
ま
だ
暑
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
も
各
地
区
か
ら
多
数
の
寄
稿

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
平
成
二
二

年
度
合
同
防
災
訓
練
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
共
済
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

記
事
に
も
あ
る
と
お
り
で
す
が
、
こ

の
機
会
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
へ
の

加
入
を
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
到

来
し
ま
す
。
消
防
団
員
の
皆
さ
ま
も

出
動
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

災
害
へ
の
備
え
は
十
分
に
、
お
疲

れ
の
出
ま
せ
ん
よ
う
、
体
調
管
理
に

は
十
分
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

私
達
は
姉
妹
で
消
防
団
に
入
団
し

て
い
ま
す
。
姉
の
麻
衣
は
今
年
で
二

年
目
、
妹
の
裕
紀
は
一
年
目
の
本
当

の
若
手
消
防
団
員
で
す
。

　

姉
の
麻
衣
が
消
防
団
に
入
団
し
た

き
っ
か
け
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
消

呼
ば
れ
る
女
性
消
防
団
で
、
主
に
防

火
啓
発
活
動
や
消
防
職
員
と
と
も
に

救
命
講
習
会
な
ど
で
応
急
手
当
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

私
達
も
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格

を
取
得
し
、
男
性
団
員
や
市
民
の
方

を
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
先

輩
方
の
説
明
の
上
手
さ
や
手
際
の
良

さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
い
つ
か
は
自
分
た
ち
も
先
輩
方

の
よ
う
に
な
り
た
い
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
救
命
講
習
で
の
指
導
で
は
、

心
肺
蘇
生
法
の
重
要
性
と
適
切
な
処

置
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

こ
と
を
心
が
け
、
も
し
も
の
時
に
大

切
な
人
を
守
れ
る
よ
う
日
々
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
は
一
日
も
早
く
先
輩
方
の
よ

う
な
一
人
前
の
消
防
団
員
に
な
れ
る

よ
う
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
・
安
心
を
守
れ
る
よ
う
初
心
を
忘

れ
ず
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
に
憧
れ
て
い
た
こ
と
と
、
職
場
の

近
く
で
人
が
倒
れ
た
事
で
し
た
。
幸

い
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
も
し
重
症
だ
っ
た
ら
と
思
う

と
、
ゾ
ッ
と
す
る
と
と
も
に
、
何
も

出
来
な
か
っ
た
自
分
の
無
力
さ
に
気

づ
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
消
防
団

に
入
団
し
、
応
急
手
当
な
ど
色
々
な

こ
と
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

妹
の
裕
紀
の
場
合
も
学
生
の
頃
、

友
人
が
倒
れ
、
心
肺
停
止
状
態
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
先
生
が
お
ら

れ
、
先
生
が
実
施
さ
れ
た
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の

手
伝
い
を
し
、
助
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
も
し
先
生
が
不
在
だ
っ

た
ら
自
分
に
何
が
で
き
た
だ
ろ
う
か

と
思
う
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
先
に
入
団
し
て
い
た
姉
か

ら
「
今
度
消
防
団
で
応
急
手
当
普
及

員
の
講
習
が
あ
る
よ
。
裕
紀
も
入
団

し
て
勉
強
し
て
み
た
ら
」
と
誘
わ
れ

入
団
し
ま
し
た
。

  

私
達
が
所
属
す
る
第
一
一
分
団

は
、
「
チ
ェ
リ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
」
と

�

女
性
消
防
団
に
入
団
し
て

　

川
西
市
消
防
団　

第
一
一
分
団

 

東　

麻
衣
（
姉
）

 

東　

裕
紀
（
妹
）

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈32〉〈32〉

【
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

「
兵
庫
消
防
」
一
〇
月
号
は
休

刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
産
品
の
一
つ
は
、
太
子
み
そ
が
あ

り
、
太
子
町
産
の
大
豆
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
、
時
間
を
か
け
て
熟
成
さ

せ
た
の
が
こ
の
『
太
子
み
そ
』
で
す
。

「
朝
は
太
子
み
そ
で
作
っ
た
み
そ
汁

に
決
め
て
い
ま
す
」
と
い
う
フ
ァ
ン

が
町
内
外
に
多
数
お
ら
れ
、
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
二
つ
目
の
い

ち
じ
く
ジ
ャ
ム
は
、
パ
ン
に
つ
け

て
食
べ
て
お
い
し
く
、
ま
た
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
と
一
緒
に
食
べ
る
と
い
ち
じ

く
独
自
の
粒
々
と
し
た
食
感
が
味
わ

え
る
と
評
判
で
す
。
ま
ち
の
史
跡
や

特
産
品
の
紹
介
に
併
せ
て
太
子
町
消

防
団
で
は
、
毎
年
文
化
財
防
火
デ
ー

に
お
い
て
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財

や
県
指
定
の
文
化
財
等
を
対
象
に
し

た
防
火
訓
練
を
実
施
し
、
文
化
の
香

り
高
い
ま
ち
の
保
存
に
努
め
て
い
ま

す
。
五
三
分
団
、四
五
七
名
が
「
和
」

の
精
神
を
大
切
に
し
、住
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
様
々
な
消
防
団
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
町

 

太
子
町
消
防
団

斑鳩寺

左（東麻衣　姉）右（東裕紀　妹）

文化財防火訓練

特産品


